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高等学校r家庭一般」への消費者教育導入の試みとして，食品購入に関する実践授業による学習

効果を，事前・事後の4種類の絵画テストにみる生徒の意識の変容として捉えるとともに，生徒の

日常的消費者意識に関して因子分析を行い，意識パターンとその学習効果とのかかわりを検討した。

絵画テストにおける意識の変容に基づく学習効果上位・下位別に意哉因子パターンを比較した結果，

事前テスト評定の高低にかかわらず，主体性重視型および社会性重視型消費生活志向の高さが，学

習効果としての意識の変容に大きくかかわる事実が捉えられた。とりわけ前者は，変容しがたい個

人レベルの健康・生活向上志向を凌いで学習効果を顕在化させる意味において影響が大きい。さら

にテスト間関連から，すべてのテストにおいて意識変容がみられ，消費者教育的指導による学習効

果が顕著な生徒として，価値観形成・権利意識など消費者としての基本的資質を備えた生徒像が明

らかとなった。
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1．はじめに  

平成元年3月告示の学習指導要領l）‾3〉における小学校・中学校および高等学校家庭科  

に共通する改善点の一つとして，多様な消費活動を通して家庭生活と社会生活とのかかわ  

りを考えることを目的とする消費者としての望ましい態度育成の重視があげられる。消費  

者教育とは，「賢い消費者は知識と判断力をもって自分の生活を管理できるだけでなく，  

消費者が経済上や安全上の不利益を受けないような方策を求める消費者でもなければなら  

ない」りとされる意味において，内的側面としての家庭生活のみならず，経済社会の一点  

として自分自身の価値観に基づいて外的側面に対しても責任ある行動がとれる消費者をめ  

ざし，これらにかかわる知識と行動力をもった消費者の育成であると定義づけられる。6）  

しかるに，これまでの家庭科における学習内容は，自立した生活者の育成を目棲としつつ  

も家庭生活の枠内にとどまる場合が多く，消費活動における個人の消費生活の側面と対等  

に位置づけられるべき社会経済的活動としての社会的側面は社会科に委ねられていた実態  

がある。消費者教育重視の方向性は，これらの問題点にかんがみ，今後の多様な社会変化  

に対応できる自立した生活者としての資質育成をめざす視点から，消費者としての主体形  

成の強化を明確に示すものである。   

一方，女子差別撤廃条約の批准に対応する観点から，その必要性が認められ，平成6年  

度から学年進行で適用される高等学校家庭科の男女必修は，家庭科教貞にとっては待望の  

改革であり，歓迎すべきこととされるものの，●受験教科重視の高等学校における他教科教  

員，さらには高等学校入学を控えたこ 

たらしている。現学習指導要領において，これまで女子のみ必修の「家庭一般」は，新学  

習指導要領において，必修選択科目3科目の中の1科目として「生活技術」「生活一般」  

と並列に位置づけられることとなった。これら3科目の中では，家庭経営学的立場より，  

高等学校独自の学習内容を偏りなく含む意味において， 「家庭一般」の選択履修が望まし  

いとされているが，一一部の普通高校では施設設備の不備および家庭科教員確保の問題を理  

由とし，あえて「生活一般」選択の動向を示している。すなわち暫定的特別措置としての  

「生活一般」の後半2単位の代替履修を，情報教育の名目で他教科に振り替えようとする  

ものであり，男女必修実現の一方で，高等学校家庭科の学習レベルの確保が女子において  

さえ危ぶまれる状況は否めない。しかし，このような選択の実態は，受験教科偏重のみな  

らず，これまでの高等学校家庭科のあり方に批判を投げかけるものであり，これを桟に，  

高等学校家庭科の目標とする男女が協力して家庭生活を築くことの必要性，およびこれか  

らの共生をめざす社会において家庭科に求められるものを再認識するとともに，自立する  

生活者の育成にかかわる学習内容を精選することにより，男女共修に耐え得る家庭科の再  

構築をめざす必要があろう。その意味において，「家庭経済と消費」にとどまることなく，  

各領域における指導内容に消費者教育を積極的に導入することが，新たな指導の展開とし  

て求められる。男女必修による小中高の一貫性強化においても，最終学校段階としての高  

等学校家庭科の充実を担うべく，消費者教育の導入が積極的に図られる必要があると同時  

に，消費者教育導入に伴って家庭科教育との重複を確認することにより，家庭科の教科と  

しての独自性を再確認することにおいても意味深いものがあると考える。   
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本研究は，このような高等学校家庭科の実態および問題点に着目し，授業実践として家  

庭一般への消費者教育導入を試み，その学習効果を生徒の意識の変容として捉えるととも  

に，さらに生徒の環境的資質としての日常的消費者意識とその学習効果がいかにかかわる  

かを数量的に分析検討することにより，消費者教育指導のあり方を提示するための手掛か  

りを得ようとするものである。  

2．研究方法  

消費者教育における指導上の課題は，知識・情報のみが豊かな消費者のレベルから，自  

ら考え，判断し，行動できる消費者へと引き上げることの難しさであり，累積された知識  

・情報の上に立って生徒の意識・態度を変容させることがそのポイントとなる。そこで，  

授業実践に基づく学習効果を推し量る手段として「絵画テスト」を事前・事後に用いると  

ともに，そこにおける意識の変容が，生徒の日常的消費者意識といかにかかわるかを明ら  

かにすることを目的とし，消費者意識調査を事前の絵画テストと併せて実施した。   

表1指導計画の概要  

教 科；家庭一般（2時間）  

指導者；小川鵬子  
1．対 象 着手県立盛岡第二高等学校・第2学年（38名）  

2．題 材  

（1）趨相投定   

理 由  

（2）学習目標  

総済性，環境間組を含  こ とはよく指導されるが  品質を維琵しなければならない   食品を爛入する際に栄獅  
その指導がなおざりにされている。そこで，生徒に身近かなものとして雪柳料水を  めた次元での考え方については  

題材とし．購入の翫の選択の視  ことにする  

①鮒を栄棚から捉えてよりよい選択ができる。  
輌牲，流通のしくみが理解でき，それらを考慮に入れた遺択ができる  
③飲料の寄掛こついて理解を深め，適切な選択と取扱いができる。  

こ とができ実践できる  して日常できる事柄をとり  あげる   ④暮ちしをよくするため，消爛者と  

3．指導遇程  

調査・テスト用嬢  
清涼飲料水の実穐  
標本教本  

意識調査．絵再テストの紀入（1回目）  

提示された鵬の中かち1つだけ選ぶとすれば  
どれか．その遭択理由は何か。  

事前調査 飲物をどう遺ぷ？  ほとんどの生徒が栄養桝好から選  
んでおり，遺択において他の視点がま  

ったくないことに気づかせる  
○市販飲料の糖分含有i，砂糖の摂り   

過ぎへの警告へとつながる。  

○価格比較一高い分だけおいしい？   

OCMや自動販売機が生活の中にいか   
に入り込み．生油を変えているか。  

0リサイクルの一方法としてデポジツ  

味覚テスト①10％砂糖水と10％砂糖水にクエン  

酸，レモンエッセンスを加えたも  

のとの比較  
②水道水と市販の湧水との比較  

1缶分258ccの水道水．市販濾水，牛乳の価格  
比較  
清涼飲料の消★tの伸びを支える背削ま何だろ  

う．  
リサイクルの現状とこれからの課題  

プリント   

プリント   

暮らしの手帖  

（2）経済・沈適両   

の横討  

（3）容器から即晩   

問題まで  ト制についてもふれる  
良い選択眼を持った賢い消爛者になる  
ことも大切であるが．商品や生捕，さ  

らには環境をよくするための働きかけ  
も必要であることを理解させる。  

暮らしをよくする5つの提案  消♯者としてのあ  
り方  

まとめ  
事後粥査   

鮒や食品の遭択の視点について  
絵再テストの記入（2回目）  

4．評 価   
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（1）捜美東践   

授業の概要を表1に示す。消費者教育的指導は，各領域においてそれぞれの題材とかか  

わらせて積極的に導入を図ることにより強化されるとの考え方に基づき，食生活領域にお  

ける授業を設定した。消費者教育では，ロールプレイングやシミュレーション，ディス  

カッションを多様に取り入れた指導が実践例として多々紹介されている8）が，それらが用  

いられる理由は，指導過程で生徒に疑似体験させ，疑問をもたせ，考えさせ，周囲の生徒  

との様々なやりとりの中で生徒の意識・行動に影響を与え，好ましい方向に変容させるこ  

とが可能だからである。したがって，本実践授業における実験としての味覚テストは，そ  

の意味におけるディスカッションスターターとしての位置づけを意図している。   

授業実践および調査の期日は1991年12月14日である。  

（2）絵画テスト   

絵画テストは，心理学領域において性格研究の手法として発展してきた投影法の一つで  

あるPFスタディ（PictureFrustrationStudy）を評価用具に応用したものである。T）  
テストC  テストD  テストB  テストA  

おかあさん、  

ゴミの日はいつも  
大きな袋をいくつ  
も出すのね  

指示文「次の4つの絵の場面をみて．それぞれ吹き出しのことばを考え，書き込んでください。  
いうことはありませんから場面をみて思い付いたことをそのまま書いてください。」  

図1絵画テスト、  

表2 絵画テストにおける評価尺度と具体例  

どのように書いても正しいとか間違いであると  

多角的に検討  

資源再利用の衰己述あり  

資源の視点なし  

選択の理由づけなし  

選択の視点に疑問あり  

パックだと再利用できるし安いからパックがいい  

紙パックを買って再利用しましょう。  
捨てやすいからバックにしましよう。  
紙パックがいいんじやない。  

どちらでもいいけど量が多いのがいいわ。  

購入時に多角的に検討   

一つの要因のみ検討  

購入の軸をチェック  

要求に対するけん制  
要求の無条件の容認  

TVで見たからといってすぐ選んではいけない。食品添加物，値段等を  

見て一番いいものを買おう。  
どんな材料が使われているかを見て安全なものにしよう。  

宣伝にだまされちやだめよ。  
今別ま買う予定がないわ，次にしよう。  
そうしましょう。  

i 王  j5  資源の節約＋生描改善  ダイレクトメールなどが多いから次から断ったりiリサイクル利用する   

C  4  資源節約の記述あり   

ようにしよう。  

3  解決策の提示あり  なるべく少なくなるように努力しなくちやね。  

2  問題点の自覚   ムダな包装紙などがかさばるのよ。  
1  現状肯定，無回答  ゴミがたくさんあるから仕方がない。   

5  

なかったお前も悪いわよ。  
D   ！4   
3  解決策の提示あり  賞味期間をちゃんと見てから買おうね。  

2  間鑑点の検討   どれ位すぎているの？1～2カ月だったら大丈夫よ。  

1  解決策なし   捨てましょう。  
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図1に示すように，絵画テストとして食品購入にかかわる4場面を設定し◆た。テストA・  

Cでは食品の容器やゴミ処理に関する回答から社会的環境への関心度を推し量ること，テ  
ストBでは購買行動のパターンを推し量ること，テストDではトラブルが生じた場合の行  

動的対応をみることを目的として各々の場面を設定した。テストは表1に示すように，授  

業開始時と修了時に同一の自記式調査用紙を配布し行った。   

絵画テストにおける評価は5段階とし，それぞれのテストごとに点数化を試みた。尺度  

および記述の具体例を表2に示す。  

（3）消費者意識調査   

生徒の家庭環境における直接的生活体験および間接的体験としての情報によって培われ  

た日常的消費者意識の実態把握，およびその意識のあり方の授業効果への影響を捉えるこ  

とを目的とし，生徒の食品選択の視点や方法，その他食生活全般に関わる内容として図3  

に示す20項目の意識調査項目を設定し，「思う一思わない」の5段階による回答とした。   

結果の処理に際しては，各項目ごとに肯定を高得点として「思う」5点，「やや患う」  

4点，「どちらともいえない」3点，「あまり思わない」2点，「思わない」1点とし，  

5段階尺度による点数化を行った。ただし，図3の○印7項目については，否定を高得点  

として「思う」をl点とする逆の尺度を採用した。さらに点数化したデータに基づいて因  

子分析を行うことにより，学習効果によるグループ毎に意識のパターン化を試みた。   

データ処理は岩手大学情報鱒理センターTSSによるSASを利用して行った0   

3．結果および考察  

（1）絵画テストにみる学習効果   

学習効果としての意識の変容を事前・事後における各々の評定平均値として比較した結  

果を表3に示す。評定は事前・事後ともにテストDが最も高く，テストCが他のテストに  

比較し際だって低い。しかし変化の有意性はテストDのみ低く，テストA・B・Cはいず  

れも事後が有意に高くなっている0  
25 

表3 絵画テスト評定平均値の比較  
20  

15  

10  

5  

0  

テストA  テストB  テストC  テストD   

事前テスト評定平均  2．45  2．34  1．47  Z．飢   

事後テスト評定平均  3．18綱専  3，08榊  2．68榊  3．29＊   

（註）t検定0．1％有帥10％静  

ーさ  －2  －1 0  1 2  8  4  

図2テスト別変化度頻度男布（N＝38）   
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表4 事前†事後調査における絵画テスト評価の度数分布  

評 点  テスト別  
1  2  3  4  5  事前計  

A    C  D  A  B  C  D  A  B  C  D  A  B  C  D  A  B  C  D  A  B  C  D   
1    5  12  2    4    0  5  2  4    0  ＄  川  6        ○  9  18  28  9  

評  

3    ¢  0      ○  0  0  10    2  3  5      2  2  ¢  0  ○    Z  3  6  

点  

5  D  ¢  0  0  0  q    ○      0  0  ¢  口  山  8    0  0  0  u  3    口   

事後計   b  8  12  b  u  8  4  0  田  3  山  5  T  田  14  22  8  2  ロ  口  38  ユ8  38  38  

さらに図2により（事後テスト評点一事前テスト評点）＝変化度として，その変化度分  

布をみると，いずれのテストともに変化度0が最も多い中で，テストDの変化度0が際  

だって高く，一方テストCは，変化度2または3が多い傾向を示す。そこでさらに変化度  

0に着目し，表4よりその内訳をみると，テストAでは評点3の中位群，テストBおよび  

テストDでは評点4の上位群に変化度0の残留が多く，テストCは事前評点1が変化度0  

群と変化度3群に二分する特徴的傾向を示している。したがって，テストDの変化度0は，  

事前評点4群の事後評点4への残留の影響が大きく，絵画テストの場面設定および評価尺  

度の再吟味が必要となろう。しかし，テストDの事前評点1群は2／3が変化率3で容易に  

意識が高まっており，平均値としてみた場合には有意性は認められないものの，一部の生  

徒には確実に学習効果が認められる。またテストCの変化の大きさは二極化の影響として  

捉えられる。   

すなわち，実践授業の指導内容と直接的にかかわるテストA・王＝も事前評定中位群お  

よび上位群の変化が滞り，下位群の変化が多様に分散する傾向を示す。さらに，テストC  

によって問われる環境問題としてのゴミ処理に関する社会的関心は，全般的に低く，学習  

効果の表れ方は明確に二分され，テストDによって問われる品質保証にかかわるトラブル  

への行動的対応に関する意識は全般的に高い。テストC・Dともに，事前の評定がきわめ  

て低い生徒でも，事後には消費者としての権利主張行動に関する意識の高まりが顕在化す  

る事実に注目できる。  

1多少高くても汰加抽の入っていない食品を購入したいと思う。  

2 ヘアースプレーや制汗スプレーはフロンガス使用のものは使いたくない。  

（9多少高くても曲がったきゆうりより使い勝手のよいまっすぐなものを職人したい。  
4 塩分や糖分のとりすぎには常に漣意を払っていか＼と思う。  

5 野菜を買う時は高くて胡旨機農法のものを購入したい。  

（む食品の撃遥年朋や原綿表示射、ちいち見ようとは思わない。  
7 商品に欠陥が見つかった時は必ず店やメーカーに苦情を言おうと思う。  

◎昼食時に′ヾンを罠う時は調理バンよりおいしそうな葉子バンを購入したいと思う。  
9 男物をする時は何軒かの店を回り十分に比較してから隣人したい。  

◎食品は見尤目も大恥ので多少の噛付けや加工はした方がよいと思う。  
11輸入食品は価格安定にも役立つので鴨的に取り入れてよいと思う。  

◎リサイクルのための牛乳バックや軸の回収は手間が両倒なので協力したくないと思  
13 手づくりよりも既製品の方が安いものは既製品を購入したい。  

14 家事を合理化するために而販の惣菜やインスタント食品を利用してもよいと思う。  

鱒に や や どちちともあまり まったく  
思 う 思 う いえない 患わない思わない  

＄ 
食べたいものを食べていれば体をこわすことはない。  

よく売れているものは品質も恥、だから熟ヽ特だと思う  

17 生活に関連する新開記事やニュースを見開きしていろいろなことを知っていか、と思  

18 食べq如こあまりお金をかけたくないと思う。  

19 いろいろな食品が出回ることは私たちの食生涌を豊かにするのでよいことだと思う。  

20 よい食品があれば他の人にも禍的に勤めようと患う．  

図3 消費者意識評定プロフィール  
実線：平均値 点♯‥標準偏差   
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（2）消♯看意積  

1）評定平均のプロフィール  5段階尺度に基づく各項目の評定プロフィールを図3  

に示す。「どちらともいえない」より右側に突出した項目は○印の逆尺度項目であること  

から，全般的に意識は高く，とりわけ，NO4，Ⅳ015の健康重視意識，NOl，m6の食品安  

全性重視意識，およびⅣ02の環境問題意識，さらにNO17の生活情報収集意識が4．0以上の  

高水準を示している。実践授業において事前の絵画テストと併せて意識調査を行ったこと  

から，食品の安全性とかかわる品質保証に関するテストDの評定の高さは一致するが，環  

境問題に関するテストCの評定の低さとは一致しない。この点は，各種情報に基づくこと  

ばとしての「フロンガス」には生徒が鋭敏に反応するものの，環境問題を自分自身とかか  

わる問題として捉える意識までには至っていない事実を示すと考えられる。同様の傾向は，  

Ⅳ010の着色や加工，NO12の牛乳パックのリサイクルにおいて中間的評定をする事実に表れ  

ており，Ⅳ01の「添加物」ということばに対する反応の鋭敏さは「フロンガス」の場合と  

同様であり，ホンネとタテマエの対比として興味深い。   

したがって，地球環境保全のスローガンである”Think globally，aCtloca11y”8）  

（地球規模で考え，行動は足元から）に当てはめて位置づけるならば’minklocally”  

のみで行動を起こし得ない意識レベルとして捉えられ，生徒の意識はあくまで個人レベル  

での健康維持，生活向上にとどまっていることが明らかである。   

2）因子分析 各調査対象における意識項目の評価値を変皇とし，主因子法による因  

子分析を行い，固有値1．0で規準化バリマックス回転の結果，7因子が抽出された。バリ  

マックス回転後の因子負荷量0．5以上の評価項目を各因子ごとに分類した因子行列を表5   

義5 因子負荷量  

因  脚随躯   臼 主ヰ干  啓子名  

子  口  口  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  Ⅵ  Ⅶ   

ほ押イク腫仙洞拘ク    ． し加．   0．別  丑棚  旬．㈱  0．蜘  0．鵬  功．貯  0．雌  故紙垂椚  

口                          孤よl脚あ他山：棚騨桐肋ようとが．   0．m  8．鵬  l．m  旬．㈱  欄．㈱  4．即  欄．143  離脱蜘  

畑張出班員より      虹凋肘るべきである．   0．518  ¢．鵬  0．畑  l．偵  ・¢．防1  功．昭  旬．摘   

191頑lろな鰯朗梱ることl路た鵬配す紳でよいことだと思う。  吼雌  l．胚  旬．胚  8．11】  司．01l  8．腫  0．晰  地織多靴  
ロ                     11 ロ   ●酬抑頚り入れてよいと思う．   M18  0．花1  旬．隅  欄．114  0．127  欄．0は  丑m  劇  

5搬買う嘲痛くて輔Il蜘柚施l入したい．   8．2劫  0．軌  0．油  欄．1述  鳳l00  欄．1丁2  0．1亜  

u手づくりよりも伽加唄l舶臓■札たい．   司．諏  軋B5  8．雌  孤独  0．肌1  0．1釘  瑚．鯛  

Ⅶ  4            つ い、い．   M詑  ヰ．価  8．郎1  0．聞  0．1郭  0．帆  

1妙高くても鰍入っていなt亜鱒入したい。   軋M  0．勅  l．722  軋旧7  皿14†  0．11】  臥Ⅲ  l膝納   

Ⅳ  遁I細ために脚絆帽を考えて食べるべきである．   札苅2  旬．即  0．1側  M佗  0．即  軋IIT  増．1飢  無闇榔  

lりく軌ている晰鳩Fをよく削るぺきである．   功．1釘  丑斬  功．醐  0．一別  旬．1封  0．姻  ¢．畑  劇掬   

Ⅴ  6雌朋脚細るよう軋餌．   ¢．詭  0．心5  8．掛  0．鵬  鱒．81g  8．班1  8．捌  蛙齢靴  

14榔るた脚インスタ州蛤を柵してもよl、と思う．  功．氾5  0．附  州．ユ21  欄．001  、0．蹴  欄．㈹  ¢．㈱  餉   

9恥する和銅恥嘲施即・傾こ比軌てから蠍入したい．   ¢．佑8  丑鵬  0．1餌  川．1應  司．止  功．818  功．佑1  ーニシーこ†．1：；▲声r  

Ⅶ                     1丁酬打る榊賛辞やこき－スを調きしてい細ろなこと細っていたl叱患う．  0．働  1．旭  0．謝  8．闇  丑即  0．髄  0．181  

仏か棚：別冊嘘沙研くないと患う．   皿4間  ・0．那  0．18l  功．畏  －0．拗  0．57l  司．川   

8封陥：バンを買う取掛てン踊覿バン軋た帥よい．   旬．‡訂  ・0．110  功．偵1  0．1側  l．榔  、Ml】  l．丁卸  圭搬重鰐  

Ⅶ                     丁鮎ヒ畑噸つかっ職柳静メーカー淵を言おうと思う。   ¢．2瞞  0．1削  皿胴  丑諏  欄．2乃  0．ユ1T  0．油  積！崩納  

さ古くてわすそなきlうりより熟桝くても膨ったものⅧ掩いと思う．  功．脚  止別  －8．318  け．調  旬．雌  ¢．㈱  旬．細  

脈挿  1T．5  臥】  乱之  1日  乱○  u．0  1日  

期辟挿  17．5  臥8  亜．0  牒．0  Ⅶ．0  軋○  100．8  



長帝由喜子・小川麻紀子  70   

に示す。各因子の解釈を試みた結果，第1因子は社会性重視型消費生活志向，第2因子は  

食生活多様化志向，第3因子は栄養重視型健康志向，第4因子は安全性重視型健康志向，  

第5因子は食生活合理化志向，第6因子は情報活用志向，第7因子は主体性重視型消費生  

活志向と命名することができる。  

（3）学習効果と消♯着意識周子との関連   

前述学習効果における事前・事後の変化度に基づき，各テストにおける変化度1以上を  

上位群，変化度0以下を下位群とし，各テストの学習効果グループごとに消費者意識の平  

均因子得点を算出し，レーダーチャートに表した結果を図4に示す。   

テストAのレーダーチャートをみると，上位群は第1因子の社会性重視型消費生活志向  

および第7因子の主体性重視型消費生活志向がわずかながら高く，下位群は第3匪仔の栄  

養重視型健康志向，第4因子の安全性重視型健康志向（t検定5％有意），第5因子の食  

生活合理化志向において上位群との聞に顕著な差が認められる。すなわち，下位群は個人  

レベルの健康維持や生活向上意識にとどまっている傾向が明らかであり，上位群には社会  

性および主体性を備えた消費者意識がわずかながら認められることを示している。同様の  

傾向は事前の評定が極度に低いテストCにも認められることから，絵画テストにおける事  

前の評定の高低にかかわらず，社会性および主体性とかかわる外的側面の消費者意識が高  

い生徒の場合には環境問題とかかわって高い学習効果を示し，逆に個人レベルの意識にと  

どまる生徒の場合には意識が変容しにくい実態として捉えられる。   

さらに，テストBのレーダーチャートをみると，上位群は第2因子の食生活多様化志向  

（t検定10％有意）が顕著に高く，第7因子もテストA・Cと同程度に差が認められる。  

Fl℃T⊂■甲i  F≠■ニTORJ●●  

ド■■⊃「－＝■tt●●  

陶ニTC■討B  p占■コT⊂■竜一  

実線：上位群（変化度1以上）  

点線：下位群（変†既○以下）  

図4 各テストにおける変化度別グループ因子得点   
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一方下位群は，第1因子の社会性重視型消費生活志向および第3因子の栄養重視型健康志  

向，さらにわずかながら第4因子の安全性重視型健康志向および第6因子の情報活用志向  

が高くなっている。テストBでは食生活多様化志向における差が特徴的であり，柔軟性を  

もって食生活を豊かにしようとする意欲に第7因子の主体性重視型消費生活志向が加わる  

ことにより，学習効果として外的側面の意識向上が顕在化すると考えられる。一方，下位  

群にみるように，第3因子および第4因子の個人レベルの健康志向の高さは，第l因子の  

社会性重視型消費生活志向の存在を介しても外的側面の意識として変容しにくいと考えら  

れる。   

またテストDでは；上位群がテストBの下位群ときわめて類似したパターンを示し，第  

1因子の社会性重視型消費生活志向（t検定5％有意）および第3・4因子の健康志向が  

高い点は共通するが，第7因子の主体性重視型消費生活志向が高い点でテストBの下位群  

とは異なる。すなわち，個人的レベルの健康志向が高いにもかかわらず大きな意識変容を  

示す事実も第7因子の存在と第l因子の社会性重視型消費生活志向がきわめて大きいこ  

とによる影響として捉えるならば，テストBとの相違を説明することができる。   

さらに4つのテストの変化度トータル数値と平均因子得点の相関係数（全体）を算出し  

た結果では，第2因子から第6因子まではマイナス相関を示し，第1因子および第7因子  

はプラス相関を示した。有意性は第7因子のみ（相関係数0．388，P＝0．021で5％有意）に  

認められたことから，上述第1因子と第7因子では，特に第7因子の主体性重視型消費生  

活志向の影響が顕著であることが明らかである。事前・事後の評定の高低にはかかわりが  

ないことから，消費者教育における効果的な成果をめざすためには，主体性および社会性  

育成がその前提とならなければならない点を確認セきる。したがって，4つの絵画テスト  

に共通する消費者意識因子との特徴的関連から，本報告における実践授業の学習効果とし  

ての外的側面にかかわる意識変容の条件として，主体性重視型消費生活志向の存在および  

高レベルの社会性重視型消費生活志向の併存を特定できる。   

なお，調査対象が少数であり，上位群と下位群間のt検定において有意性が認められた  

因子が限られていたため，今後調査対象数を増すことにより本報告において傾向として認  

められた仮説に関する検証を重ねたいと考える。  

（4）学習効果のテスト開閉遵   

各テスト閤における上位群および下位群によるズ3検定の結果では，A－C問およびB  

－C間（5％有意），C－D間（10％有意）に関連が認められ，Cテストがいずれのテス  

表6 テストA・Cにおける変化度の関連  表7 テストB・Cにおける変化度の開運  

計   
忘漂  変化度 上位  変化度 下位  
変イ腹ヒ位  11（槌．8）  5（31．2）  博（1朋、明  

（57．9）  （訪．3）  （42．1）   

変化度下位  8（38．4）  14（尉．6）  20（100．0）  

（42．1）  （詔．7）  （47．4）   

計   19（50．0）  19（馳．0）  38（100．0）  

（100．0）  （100．0）  紬阻朋   

変化度  計   
上位   

変化度上位  12（66．7）  6（33．3）  18（100．0）  

（63．2）  （31．6）  （47．4）   

変化度下位  7（35．0）  13（臥0）  20（100．0）  

（36．8）  （臥4）  （52．8）   

計   19（50．0）  19（50．0）  38（100．8）  
（108．0）  （100．0）  （100．0）   

註1）上位：変化度1以上，下位；変化度0以下  

註2）ズ2検定Pく0．05  

註1）上位：変化度1以上，下位：変化度0以下  

註2）ズ2検定Pく0，05  

註3）（）内上段ヨコ％億，下段タテ％億  釦）（）内上段ヨコ％債，下段タテ％億   
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トとも関連している。すなわち，表6・表7に示すように，テストCにおける変化度上位  

群は，テストA・テストBいずれも上位である割合が高く，CTD間もx2検定では有意  

性が低いが，CDの変化度間の相関係数は0．387（P＝0．016で5％有意）と高く，関連が  

明らかである。テストA－C間の関連は内容的類似性を示すものであるため，テストCと  

テストB・Dとの関連に注目し，さらに詳細にテストCを分析すると，事前テストでは表  

4に示すように38名中28名が評定1であり，事後で評定1にとどまった生徒は12名であっ  

たことから，テストCの上位群19名中16名が事前評定1からの変化群である。また図4に  

おけるテストCのチャートをみると，上位群は主体性重視型消費生活志向がきわめて高く，  

第2因子から第6因子の個人的レベルの健康志向i生活向上意識は低水準を示している。  

そこでさらに第7因子に注目すると，企業と消費者が対等に位置づく意識が顕在化してお  

り，Ⅳ03のきゅうりの選択が象徴するように「高価であっても自分はあくまでもまっすぐ  

なきゅうりを選ぶ」という価値観が明確である。したがって，テストCにおいて環境問題  

への社会的関心の高まりを学習効果として示す生徒として，自分自身の価値観が形成され，  

タテマエではなくホンネで自分自身の考えを表出でき，権利を主張できる生徒像が浮かび  

上がる。それはまさに消費者教育がめざす資質を備えた生徒像であり，そこにみられる学  

習効果としての意識の変容は，まさに主体性の高まりとしてテストB・Dの変化をも促す  

と推察される。  

ヰ．要約  

高等学校「家庭一般」への消費者教育導入の試みとして，食品購入に関する実践授業に  

よる学習効果も事前・事後の絵画テストにみる生徒の意識の変容として捉えるとともに，  

生徒の日常的消費者意識に関して因子分析を行い，意識パターンとその学習効果とのかか  

わりを検討した。   

得られた知見は以下に要約される。  

（1）絵画テストに関する事前・事後の比較では，テストA・B・Cにおいて事後が有意  

に高く，消費者意識の高まりを学習効果として確認できた。テストDは事前・事後  

ともに高く，変容に有意性は認められない。  

（2）消費者意識調査に基づく生徒の日常的意識は全般的に高く，健康，食品の安全性，  

環境問題，および生活情報収集に関する項目において高水準を示した。しかし，絵  

画テストや意棚査項目による反応度の比較から，ことばとしての「食品添加物」  

「フロンガス」などに対しては鋭敏に反応する傾向が認められ，あくまで個人レベ  

ルの健康維持や生活向上にとどまる意識をもつ生徒が多い実感が捉えられた。  

（3）消費者意識に関する因子分析の結果，7因子が抽出された。  

（4）学習効果上位・下位群別に意識因子パターンを比較した結果，事前テストの評定の  

高低にかかわらず，主体性重視型消費生活志向および社会性重視型消費生活志向の  

高い生徒は学習効果としての意識変容が大きい傾向が認められた。とりわけ前者は，  

個人レベルの健康志向・生活向上意識が高い生徒の場合にも，それらを凌いで学習  

効果を顕在化させる意味において影響が大きい。  

（5）テストCにおける学習効果としての意識の変容が，テストA・B・Dにおける意識   
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の変容をも促す傾向は，価値観が形成された生徒の場合とくに顕著であり，消費者  

教育指導の効果が大きいと考えられる。  

以上，理論中心かつ短時間の消費者教育的指導によって得られる学習効果は限られるも  

のの，一部の消費者としての基本的資質をもつ生徒に対しては，学習効果が認められるこ  

とが明らかとなった。しかし，権利を擁護・主張することは西欧では正しいこととして是  

認される一方，わが国においては自己中心的なニュアンスを否定することができないこと  

り，また西欧では家庭科教育においても人間関係の基本として自分自身の表出が位置づけ  

られていること10）など，消費者としての基本的資質育成にかかわる西欧とわが国におけ  

る相違を念頭においた上で，わが国独自の消費者教育のあり方を模索する必要がある。消  

費者教育を効果的ならしめる資質の育成には，教科および学校段階の枠を越えた消費者教  

育の体系化が不可欠であるとともに，すべての教育に通ずる主体性育成を抽象的レベルに  

とどめることなく，消費者教育独自の共通理解に立って実践的課題として具体化し，実践  

研究を重ねることが，消費者教育をわが国に根付かせる上で大きな推進力となることを再  

認識したい。  
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